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建築例集／一般社団法人日本建設業連合会ࣝࣈࢼࢸࢫࢧ

※本例ࡼ࠾ࢺ࣮ࢩび記載内容の次利用を禁止しࡲす

Mind-
change

ネスト棟へ

エントランス
ホール

コミュニティ
エリア

1階

Q2. 3. ᑐ応性࣭更新性㸦可変性ࢺ࢘ࣞࢫࣇ࢜，床吹ࡁ出し空調ࡼる自⏤度の高いࣞࢺ࢘㸧

Q3. 1. 生物環境の保全と創出㸦ࣉ࣮ࢺ࢜ࣅの設置，希少樹木の保全㸧

LR1.1. 建物外皮の熱負荷抑制㸦東西面をࢥとする配置計画，LowEࢫࣛ࢞࣌，内外ࣛࣈンࢻ㸧

LR1.2. 自然࣮ࢠࣝࢿ࢚利用㸦階段室を利用しࡓ自然換気，光膜ኳ井，ࢺッࢺࣛࣉ，井水利用放射空調，免震ࣆッࢺ室外機設置㸧

LR1.3. 設備ࢸࢫࢩムの高効率㸦水景反射を利用する壁面ኴ陽光Ⓨ電，タࢡࢫン࢚ࣅンࢺ空調㸧

LR1.4. 効率的運用㸦BEMS，在館者位置情報ࡼる照明࣭設備制御㸧

P＆L削減 42 㸣

ERR(（＆SBEE準拠) 77 㸣

L（（O2削減 101㸣

＆. 環境配慮ࢨࢹン B. 省࣭ࢿ࢚省（O2技術 （. 各種制度活用 ）. 評価技術／FB

E. ࣝュ࣮ࢽࣜ F. 長ᑑ命 G. 建物基本性能確保 H. 生産࣭施工との連携

I. 周辺࣭地域への配慮 J. 生物多様性 K. その
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第୕者認証

南側全景：井水と雨水を利用しࡓ水景面する

Ⓨ注者 前⏣建設工業株式会社

設計･監理 前⏣建設工業株式会社一級建築士務所

㻹aeda 㻯orporation

施工 前⏣建設工業株式会社関東支店

I㻯I 㻸abo Exchange

所在地 茨城県取手市

竣工ᖺ 2018  ᖺ

敷地面積 52,577㎡

延床面積 2,122 ㎡

構造 免震 R（S造

階数 地ୖ3階

BEE値࣭Q値࣭L値を編集してくࡔさい
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設計担当者

統括：綱川隆司／建築：谷昌明／構造：櫻井輝雄ࠊ設備／今林憲一ࠊ葦谷友美ࠊ松尾聡／外構：ࢹ࣓ࢫࣞࣉ

側ࡽの鳥瞰：中央ࢫࢡ࢚ࡀチ࢙ンࢪ棟

プライベート
エリア

アドバイザー
エリア

3階

利用ኳ井放射空調㸦3F㸧光膜ኳ井㸦2F㸧ࣈࣛࢫ࢟ッࢹ

建物内外自動制御ࣛࣈンࢻ

※特許出願中

タࢡࢫ㸤ン࢚ࣅンࢺ空調㸦3F㸧

※意匠Ⓩ録済ࡳ

※特許出願中

コ·ワーク
エリア

ワークショップ
エリア

ブレインストーミング
エリア

2階

ZEBの達成

滞在すࡿ研究者ࡢ知的生産を高ࡵ

環境性能を両立快適性ࡢࡵࡓࡿ

すࡿ試験的࡞ハ࣮࢙࢘ࢻを実装

ࠋࡓࡋ

今回ࡢ特徴的࡞技術ࢹࠊࡣ࡚ࡋ

ࢫࢩ利用ኳ井放射空調ࣈࣛࢫ࢟ࢵ

ࣅン＆ࢡࢫタࡓࡋを主体࣒ࢸ

風ࡢࡽ方࡞様々ࠊ空調ࢺン࢚

を捕ࡲえࡿ自然換気࣒ࢸࢫࢩ，電

動式制御ࡿࡼ内外ࣛࣈンࢻ，

屋上ࡼ࠾び南壁面ࡢኴ陽光発電

パネࣝ࡞，建設地ࡢ自然環境

高効率設備機器を᭱大限活用ࡋ

࡚いࠋࡿ

内外ࣛࣈࡢンࢻを自動制御

࡛ษ࡚᭰利用す࡛ࡇࡿ，照

明࣭空調࢚ネ࣮ࣝࢠを削減す

ࠋ࣒ࢸࢫࢩࡿ

執務者ࡣ大ࢪࣅ࡞ࡁョンを

確保ࡋ，豊࡞自然を見ࡀ࡞

ＺＥＢࢫࣇオ࡞開放的ࡽ

を両立ࡉせࠋࡿ

冷ࣈࣛࢫࡓࡋを利用ࢺ࣮ࣞࣉ࢟ࢵࢹ

温水配管を流ࡓࡋタࢵチ࣓ンࢺ式ࡢ

放射空調パネࣝを装着ࡋ，空調を行う

ࠋ࣒ࢸࢫࢩ

自然採光効率を追求ࡓࡋ光膜

ኳ井ࠋ࣒ࢸࢫࢩ採光ࡣ࡛ࡳࡢ

促ࡀ放射熱伝達ࡢく，空調࡞

進ࡿࢀࡉ期待࡚ࢀࡉいࠋࡿ

ＢＥＬＳ評価࡛ࡣ評価࡛࡞ࡁい技術ࡀあࡾ独自ࡢ評価ࡶ行ࠋࡓࡗそࡢ結

果࢚ࠊネ࣮ࣝࢠ使用量414ࡣMJ/㎡･年࡛B分LS評価上ࡢ基準値980MJ/㎡･年

創ࡿࡼኴ陽光発電，ࡓࡲࠋ㸦図-9㸧ࡓࡗネ࡛あ࢚省ࡢ%57.8，࡚比

発ࡿࡼ反射ࡢ水景ࡣ実際，ࡀࡓࡗ665MJ/㎡･年࡛あࡣ試算࡛ࡣネ量࢚

電量増加࡞，更ࡿ࡞創࢚ネを期待࡚ࡋいࠋࡿ

井水利用放射空調をン࢚ࣅンࢺ空調，

空調ࢡࢫン付小型床吹出口をタࣇ

ン付小型床吹出口ࣇࠋ࣒ࢸࢫࢩࡓࡋ

ࡲ，可能࡛ࡀ個人࡛運転,風量調節ࡣ

ࡁ対応࡛変更ࢺ࢘席᭰えやࣞࡓ

ࠋࡿ

建築ࡼる知的生産性を向ୖするࡓめの掛け

茨城県ྲྀ手市ࡢ社有地新設ࡓࡋI（Iࣛボ㸦新技術研究ᡤ㸧ࡢオ

設備を᭱大限活用࡞高効率地域特性ࡓࢀࡲ恵ࠋࡿ棟࡛あࢫࣇ

研究ࡢ社内外ࠋࡓࡋ知的生産性向上ࠖを実現を目指Z分Bࠕࡓࡋ

者ࡢ執務空間࡚ࡋ計画ࡾ࠾࡚ࢀࡉ，敷地内ࡢ様々࡞施設ࡢハࣈ

ࠋࡓࡋ共創空間を目指࡞豊，࡚ࡋ 知的生産性向上資すࡿ

十ศ࡞ኳ井高ࡉや心地ࡼい温熱環境を実現࡚ࡋいࠋࡿ 同時，

豊࡞周辺景観ࡀ享ཷ࡛ࡼࡿࡁう࡞開放的ࢪࣅ࡞ョンࡢ確保半

屋外空間を設ࠋࡓࡅ

南軸沿࡚ࡗ建物を配置ࡋ,東西面ࡢ開口部᭱ࡀ小限ࡿ࡞コ

ࠋࡿい࡚ࡋ大限配慮᭱熱負荷ప減ࡢࡽ外皮࡛ࡇࡿす計画

建物南側ࡣ豊富࡞井水や雨水を利用ࡓࡋ大࡞ࡁ水景施設を配置

ኴ陽光を壁面設ࡓࡋ反射く，水面࡞࡛ࡅࡔࡿ配慮す景観，ࡋ

置ࡢኴ陽光パネࣝࡢ間接的利用ࡼ࠾び室内採光ࡢ補助的利用

ࠋࡿい࡚ࡗ効率を図ࡿ࡞更࡞

出る、知の拠点ࡁ湧ࡀョンࢩ࣮࣋ࣀ

ベンチャ࣮ࢶࢵࣜࣆࢫを持࡞ࡲࡊࡲࡉࡘ個人࣭法人࣭公的機関

い࡚ࡋ拠点を目指ࡢ価値創造ࡓを備えࠖࢡワ࣮ࢺࢵネࡢ知ࠕࡿࡼ

ࡿせࡉ知的創造空間を実現ࡓࡕ満活気࣮ࢼࢺパ࣮ࡢ社外ࠋࡿ

ࠋࡓࡵࡤࡾ工ኵを散࡞様々ࡵࡓ

1階ࡣ移動間仕ษࡾを駆使ࡋ，大小様々࡞商談や講演会対応࡛

ࠋࡿい࡚ࡋ構成ࡿࡁ

「階ࡣ各施設をࡆ࡞ࡘ，活発࡞議論や交流を促す共創空間࡛あࡾ，

ࠋࡿ備え࡚いࡶ工ᡣࡿすࡕࡓを即ࢹ

」階ࡣIoT技術を活用ࡋ実験棟や全国ࡢ現場ࢫࢭࢡ可能ࡋ,

ࠋࡿい࡚ࡋョンを可能ࢩケ࣮ࢽュ࣑コ࡞ࢬ࣮࣒ࢫ

効率的運用ࡼる࣮ࢠࣝࢿ࢚消費量の削減

採用しࡓ要素技術

各階ᖹ面図

崰ッ崿ライ崰の採⽤ 太陽光パネ嵓
への⽔噴霧崯シカン崰空調の採⽤

太陽光発電
(屋根＋南壁⾯）

太陽光パネ嵓下の熱利⽤

⽔冷HPチラー 崯シカン崰空調機

燃料電池＋給湯器

⾬⽔貯留タンク画像センサー
⾃動制御

内外崾ライン崱

外⽪の⾼断熱化

燃料電池の排熱を利⽤した
空調シス崮ムタスク︓

崽崉ン付⼩型吹き出し⼝

崊ン崻エン崰
崯ッキスラ崾利⽤

放射空調

外気処理空調機

光膜天井
空気式放射空調

井⽔利⽤熱源

⾼効率空調機

免震崼ッ崰への⽔噴霧 免震崼ッ崰利⽤の
空調機⾼効率化 ⾼効率空調機の採⽤

崰イ嵔洗浄⽔の⾬⽔利⽤

画像センサー利⽤の
タスク＆崊ン崻エン崰照明

直流電源シス崮ム

様々な⽅位からの⾵を捕える
⾃然換気の導⼊

ガレー䝆へ


